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研究成果の概要（和文）：近年，アジア域内において物流インフラ整備に伴い陸路輸送の利活用が始まったもの
の，インフラの状態や輸送品質が不十分であることから問題が多く見られる．本研究では，アジア域内における
物流ネットワークの現地調査及びデータ収集を行い，トラック実走による輸送品質データベース及び物流ネット
ワークデータベースを構築した．数理モデルとして，時系列統計解析による輸送品質の評価モデル，輸送品質を
考慮した最適輸送ネットワーク解析モデル及び内陸部における物流ハブ施設配置モデルの開発を行なった上で，
フィージビリティ・スタディにより計算時間や実行可能性などの評価を行った．

研究成果の概要（英文）：In recent years, with economic globalization, horizontal international 
specialization systems have developed in Asia. It just began to use land transport with the 
development of logistics infrastructure, but there are some problems due to the low level of 
logistics infrastructure and shipping quality. 
In this study, the status of land transport development in Asia was investigated and the database of
 shipping quality from the data of truck trial run and logistics network were developed. As the 
mathematical model, the evaluation of shipping quality using time series analysis, the optimal 
logistics network analysis model and logistics hub location model were developed. These models were 
evaluated in terms of computational time validity using feasibility study.
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１．研究開始当初の背景 
 近年，新興国を中心とした経済発展により，
国際物流量は増加傾向が見られ，国際分業の
進展が進んでおり．特にアジアでの物流がま
すます活発化している．しかし，道路整備や
物流施設，輸送機材の整備が不十分であるこ
とから，定時性や輸送品質に問題が生じ，十
分に活用されていない場合が多い． 
一方，国際物流ネットワークの評価に関す

る多くの既存研究では，海運，航空のように
輸送機関別に扱った研究がほとんどで，特に
アジア域内における陸路輸送について，輸送
品質を考慮した数理モデルの構築は例が見
られない．  
 
２．研究の目的 
アジア域内を対象とした生産工程を結ぶ

サプライチェーンの効率化を通じて，貿易立
国である我が国を支える効率的な国際物流
ネットワークの構築へ向けた陸路輸送の効
率的な活用を目指すために，国際物流ネット
ワークの現状把握，データベースを構築した
上で，輸送品質を考慮した最適輸送ルート選
択モデル，物流ハブ最適配置モデルを用いて
国際物流ネットワークの最適化を行うこと
を目的とする． 

 
３．研究の方法 
まず，アジア域内における物流ネットワー

クの現地調査及びデータ収集を行い，物流ネ
ットワークデータベースを構築する． 
数理モデルとして，輸送品質を考慮した最

適輸送ネットワーク解析モデル及び内陸部
における物流ハブ施設配置モデルの開発を
行なった上で，フィージビリティ・スタディ
により計算時間や実行可能性などの評価を
行う． 
 

４．研究成果 
（１）アジア域内における物流ネットワーク
の現地調査及びデータ収集 
アジア域内における物流ネットワークを

構成する主要な港湾，空港，道路について，
関連機関，荷主・物流企業を訪問し，国際・
国内物流の現状と課題について現地ヒアリ
ング調査及び物流ネットワークに関する統
計データの入手を行った． 
（２）物流ネットワークデータベースの構築 
それを踏まえて，図１のように地理情報シ

ステムを用いて主要港湾，空港から主要都市
間の陸路輸送ルートについてネットワーク
データを構築する．道路については，国際連
合により整備されているアジアハイウェイ
データベースを元に，道路規格や路面状況と
いったデータ項目についてネットワークデ
ータを構築した． 
（３）輸送品質を考慮した最適輸送ネットワ
ーク解析モデルの開発 
精密機器のような高付加価値商品を輸送

する際には，振動・衝撃・圧縮，温度・湿度

といった輸送品質を保つ必要がある．物流ネ
ットワークに対して，上記に挙げた輸送品質
に関する変数により各ルートの輸送コスト
を数値化することで，最短経路問題を元に輸
送コストを最小となる最適輸送ルートを求
めるネットワーク解析モデルを構築した． 
更に，国際物流における輸送品質，輸送環

境等のデータを用いた時系列解析モデルに
関する基礎的検討を行った．結果は，図２の
ように示される．また，本時系列解析モデル
を組み込むためのサプライチェーン評価モ
デルを構築し，輸送時や供給元のリスク，輸
送コスト等の経済性を含めた分析を行うた
めのモデルへの拡張を行った 
（４）内陸部における物流ハブ施設配置モデ
ルの開発 
 アジア域内における港湾や空港，主要都市
からの輸送に対応したハブアンドスポーク
システムを構築するため，内陸部における物
流ハブの最適な配置を検討する必要がある．
最適輸送ネットワークを用いて，都市工学で
研究の蓄積がある施設配置モデルを元に，輸
送費用が最小となる最適なハブ施設配置を
求める定式化を行った．結果は，図３のよう
に示される． 
（５）フィージビリティ・スタディ 
上記の分析による最適輸送ネットワーク，

最適施設配置の結果に対して，フィージビリ
ティ・スタディを行い，計算時間や実行可能
性などの評価を行った． 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図１ 物流ネットワークデータ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
   図２ 時系列データ解析 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    図３ 最適ハブ施設配置 
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